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園長 小関 義人 

先日は、熊本の大きな災害をニュースで目の当たりにして、自然災害の恐ろしさや日頃からの備えの大切さを

改めて痛感させられました。被災された方々の一日も早い平穏を願うばかりです。また、最近は、雨の日が続い

ており、県内の一部では、先日の豪雨を含め１週間の降水量が例年の１か月分に相当するとのことで、地盤がゆ

るんでいるところもあるとか…。ご家庭でも今一度、非常用持ち出し袋や連絡方法の確認などを話すきっかけに

していただければと思います。 

夏本番を迎え、水遊びや夏祭りなど楽しい行事が目白押しの８月ですが、この時期は暑さによる体力の低下や、

夏の感染症にも注意が必要な時期です。園では引き続き、適切な室温管理や手洗い・消毒などを徹底し、子ども

たちが安全に楽しく過ごせる環境を整えていきます。体調面で気になることがありましたら、いつでも職員にお

声がけください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 

      1 

 

2 

 

3 

発育測定 

 

4 

 

5 

 

6 

 

避難訓練 

7 

 
クラス懇談会

(２歳児) 

8 

 

9 10 

 

 

11 

山の日 

12 13 
自由登園日 

14 15 

 

16 17 

 

18 

 

19 20 

 

21 

 

22 
 

23 24 25 

礼拝 

誕生会 

26 27 28 29 
保護者作業 

(0 歳児) 
6：00～7：00 

30 31      

あゆみこどもえんだより 

しばさき えいと くん ５さい 

やの みれい ちゃん ３さい 

プール撤収について 

８月２９日(土) 
プール撤収作業等は、ひよ

こ組保護者・保護者会役員で

行います。 

６：００～７：００ 

※小雨決行 

やむを得ず中止する場合は、

コドモンで 5：30頃お知ら

せします。 

９月の行事予定 

７日（月）～１１日（金） 

発育測定 

８日（火）防犯訓練 

１０日（木）避難訓練 

１２日（土） 

★親子レクリエーション 

１５日（木）礼拝 

２９日（火）誕生会 

いっぱい 

あそぼうね！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お盆休みの持ち帰りについて 

＊布団一式・・・天日干しや布団乾燥機等を使って清潔にして、休み明けにお持ちください。布団を

乾燥機にかけることで、ダニ対策の他に、雑菌やアレルギーの対策にもなります。気持ち

よくお昼寝をするためにもご理解とご協力をお願いします。 

シーツ類は、ほつれがあれば直し、洗濯をして布団にかけて（セットして）きてください。    

＊お着替え一式・・・サイズ・記名の確認をしてください。 

＊帽子・・・洗濯をし、ゴムの伸び、ワッペンが取れかかっていないか確認してください。 

＊エプロン・おしぼり・・・汚れ、カビはありませんか？名前が消えかかっていませんか？ 

記名をし、清潔なものを持ってきてください。 

 

【お願い】 

土曜日やお盆期間に限らず、保護者の方がお休みの場合は、お休みになります。両親共に仕事であ

る、一緒に過ごせる家族がいない場合は登園させてください。また、平日もお仕事が終わったらお迎

えに来てください。お子さんは、保護者の方の就労時間より長い時間、親元を離れて保育園にいるこ

とになります。すぐにお迎えに来ると、お子さんの安心につながりますので、よろしくお願いしま

す。 

 子どもたちは、「家族と一緒にいたい」と思っています。大好きな保護者の方と一緒に過

ごせる時間が子どもたちの心を育てます。こうした時間の積み重ねが、子どもの「心の安心

の積み重ね」になります。日々の生活も「一緒に…」を心掛けて頂けるとありがたいです。

子どもの成長・発達は、「心の安心の積み重ね」が一番関係してくるからです。 

「元気のもと」を育む －元気のない子どもに親がしてやれることー 

親から満足され、愛されているという実感と自分が親に喜びを与えているという実感が、子どもに元気を

与えます。 （※６月の園だよりに掲載したものの続きです） 

 

子どもから喜びを受け取る 

 子どもの心に育みたい「元気のもと」の二つ目は、「自分が喜びを与えている」という実感です。 

子どもは、自分が好きなことを、親にも好きになってくれることを非常に喜びます。子どもが好むことを

親が喜んで一緒にすることは、子どもの心に大きな喜びと自信をもたらすのです。 

たとえば、子どもの好きな絵本を一緒に見たり、積み木を一緒に積んでは倒し、倒しては積む遊びをした

りして、楽しむこと。抱っこをしたり、ベビーカーに乗せたりして、好天のもと散歩や外遊びを一緒に楽し

むことです。 

日々の生活のなかで、子どもと一緒に喜び楽しむことを、親自身の喜びにするのです。そういう習慣を身

につけて、親の喜びを大きくできればできるほど、子どもも日々の生活の喜びや楽しみを大きくできます。 

このことは、親子関係にとどまらず、夫婦、友人など、あらゆる関係に当てはまります。人間は誰もが、

相手に喜びを与えることに大きな喜びを感じます。そして、喜ぶ相手の姿から元気や意欲をもらうのです。

親は、子どもから喜びを受けとる最初の人なのです。 

ですから親や周囲の大人たちは、子どもが意欲的にとりくめる活動を、上手に整えてやることが大切です。

遊びでも手伝いでも、子どもが好んでやりたがるようなことは、多少足手まといになっても、一緒にやるよ

うにしてください。あたかも子どもに手を借りるかのように声をかけて、食事やおやつの用意をさせてもい

いのです。 

ときとして親は、子どもの将来を豊かなものにしてやりたいという愛情のつもりで、子どもに苦労や努力

を強制しすぎてしまうことがあります。しかし、子どもの喜びよりも親の喜びの方が優先されることは、子

どもにとっては、現状に満足されず、拒否されているのと同じことです。子どもの喜びを無視して、親の喜

びを念頭に置くことは、絶対に避けなければなりません。 

著書 はじまりは愛着から 人を信じ、自分を信じることもに（一部抜粋） 児童精神科医 佐々木正美 


